
【養育医療申請にあたって必要なもの】　　　　　　　　　　　保護者用
	必要な書類等
	お気を付けいただきたいこと

	１
	養育医療給付

申請書
	ご家族が記入します。
「申請者」は保護者名を記入します。

	２
	養育医療意見書
	病院の主治医に記入してもらいます。
入院中に提出できるよう作成を依頼してください。

	３
	世帯調書
	生計を一にする家族全員について記入してください。
赤ちゃんも含めてご記入ください。

	４
	赤ちゃんの健康保険証
	保険者が発行する保険手続き中の証明書でも代用できます。

	５
	個人番号確認書類・
本人確認書類
（申請者）
	申請者の個人番号確認と本人確認ができる書類をお持ちください。
（①～③のいずれかをご用意ください。）
①個人番号カード
②通知カード　＋　身元確認書類のいずれか１つ
※身元確認書類
運転免許証、運転経歴証明書、旅券、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書
③個人番号が記載された住民票の写し（または住民票記載事項証明書）
　＋　身元確認書類のいずれか１つ

· ①～③の用意が難しい場合、ご相談ください。



	６
	委任状兼同意書
	医療福祉費支給制度（マル福）の還付手続きを省略することができます。
また、給付の決定に必要な情報（世帯の課税状況等）の確認や、病院への情報提供について同意をお願いいたします。


※　申請書等の用紙は、健康づくり推進課（保健センター）にあります。

市のホームページからもダウンロードできます。　　　　　　　　　　　　　　　　
申請者ご本人以外の方が、届出する際は、委任状が必要となりますので、


ご注意ください。








